
●対 象：電気代を削減したい市内事業者様
●定 員：３社 ※応募者多数の場合は、こちらで選定させていただきます。

●費用負担：無料
●スケジュール：以下のとおり

●応募期限：令和7年10月17日(金)午後5時まで

エプソン販売株式会社により、設備ごとの電力使用量を見える化し、

運用提案、効果測定まで事業所の電気代削減支援を行います。

省エネ専門家の手厚いサポートで、負担なく電気代を削減しませんか？

参加費用は

０円
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事業者向け 省エネ提案

10月後半 ヒアリング 気になる設備や現状の電力の使い方を伺います。
★オンラインにて1時間程度で終わります。

11月 計測① 計測器の設置後、通常どおり事業所を稼働してください。
★設置にかかる時間は1時間程度。設備を止める必要はありません。

12月 省エネ提案 専門家により分析し、電力の使い方を提案します。
★提案された内容を可能な限り実践してください。

1月 計測② 再度計測を行います。

2月前半 効果測定 結果を共有し、計測器を撤去します。
★フィードバックを行いますので是非今後の参考にしてください。

その電気代、まだ減らせます。

【電気代削減の成功モデルとなっていただける事業者】
を募集します！

詳細、ご応募はコチラ▶

実証実験をした際には、結果を市公式ウェブサイトやセミナー等で公表する予定ですのでご了承ください

募集概要
こんな方におすすめです

★経営改善に興味がある
★専門家の意見がほしい

https://www.city.anjo.aichi.jp/eco/co2/datutansokeieisien.html

https://www.city.anjo.aichi.jp/eco/co2/datutansokeieisien.html
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削減事例のご紹介

事例①コンプレッサーの負荷コントロール

1台に負荷がかかっていたため14kWもの電流が流れていた！ ▶ 2台体制で平均5kWとなり、

4kWh削減× 24時間 × 250日 × 27円/kWh = 年間648,000円削減！

事例②トランスの適切運用導出

使用頻度の少ない機械なのに消費電力が一定……？ ▶ 機械のブレーカーを落とすことで、

（44,000円/月 – 5,500円/月）× 12か月 ≒ 年間439,400円削減！

使用頻度は少ないのに
常に電力を消費していた…… 対処後は88％減！▶

機器の運用改善により、電気代を削減できた事例をご紹介します。

電気使用状況（1か月）2023年5月 電気使用状況（1か月）2023年7月

トランスに
ブレーカーが

ついていなかった！

5.24kW

負荷を
分散させよう！

負荷率93％ 負荷率50％

設備ごとの電力消費量を可視化してみると、

意外なところに削減の余地を見つけることができるかもしれません！

（実績値）

14kW


